
⑦

導入修習に関するアンケート集計結果

○第72期の司法修習生に対し,導入修習終了時にアンケート調査を実施した。
司法修習生1481人中1460人が回答(回答率98.58%)

○導入修習を通じて知識･能力の不足を感じた者と,導入修習中に自学自修に取り組んだ者の割合
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○71期との比較
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図表1－2－3(共通 ）
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○導入修習を通じて不足していた知識･能力をどの程度補うことができたか(母数は回答者全員）
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図表2－2－2(刑事系）
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O導入修習を通じて不足していた知識･能力をどの程度補うことができたか(母数は不足を感じたと回答した者）
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図表2－4－2(刑事系）
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○自学自修の内容

図表3－1(各選択肢1コ項目でも
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○自学自修に取り組まなかった理由

図表4－1(各選択肢について1項目でもﾁｪｯｸを付けた人数の割合）
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○導入修習のカリキュラムの中に｢役立たない｣ものがあると答えた者の割合

図表5
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○導入修習の各カリキュラムはどの程度役立つと思うか

図表6－1
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○71期との比較

図表6－2
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※71期と72期でカリキュラム名称に一部変更があるが,内容的に対応するカリキュラムを比較したもの
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